
３つの｢e｣で河川を管理

河川管理者をサポート

easy ＜簡単操作で河川の“流下能力”を評価＞
河川をＵＡＶで撮影。e-Riverで画像データを読み込めば、簡単な操作で任意地点
の横断図や縦断図を作図し、流下能力のチェックができます。これにより、河川
のチェックポイントを把握できます。

eye ＜見たい時に見たい場所を＞
河川の状況を静止画と動画の両方で確認できます。常時の維持管理や災害時の初
動対応に利活用できます。また、河床や植生の経年変化を見ることで対策時期の
想定が可能になります。

excellent ＜高品質な資料作成を支援＞
ＵＡＶの撮影データやオルソ画像、断面図などが電子データとして活用できます。
これにより、事業計画書などを高品質で見やすい資料に作り上げることができま
す。

※ e-Riverは、内閣府が進めるSIPの採択事業として実施した東京大学
大学院情報学環との共同研究成果(H25 H30)を取り入れています。ｅ-Ｒｉｖｅｒ：登録商標 第 6125505 号



機能概要

任意の2点を指定すれば河川中心線上の河床縦断図を作成す
ることができます。これにより、河床勾配の把握が可能とな
ります。

また、複数回撮影すれば、砂州の発達や河床の低下、植生の
繁茂などの経年変化を把握することができます。砂州の切り
下げや土砂撤去工事の計画に活用できます。

任意区間の水位計算を行うことができます。流量Ｑ(m3/s)を
可変値としてユーザーが任意に設定します。これにより、Ｈ-
Ｑ曲線を容易に算出できます。

また、堤防天端高さ、河床勾配、計画水位などを縦断的に表
現することで、河川の弱点を早期に発見し、事業計画の立案
や優先順位の検討に活用できます。

任意の1点を指定すれば河川中心線上の横断図を作成する
ことができます。これにより、横断形状や護岸高の把握が
可能となります。

水位計算機能と合わせて使用することで水位に対する堤
防高の検討、また、河川改修事業の計画立案や災害復旧時
の基礎資料として活用できます。

縦断図
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easy eye excellent

縦断図、横断図の作図 オルソ画像の閲覧 写真等点検データの保存・閲覧

水位計算表示 動画の閲覧 3D PDFの閲覧

ｅ-Ｒｉｖｅｒ：登録商標 第 6125505 号

問合せ先：技術センター 市川 健
ichikawa@sendai.fgc.co.jp

直通：022-217-2045
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